
年 月 日

年 月 日

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等

A

B

C

意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

２１年度（実績）

E

D

34.3％

人 695,000

42.5
42.537.8

38.8

1９年度（実績） ２０年度（実績）
２２年度（目標）
　　　　　（実績）

２３年度（目標）成果指標 単位 1８年度（実績）

２２２２．．．．施策施策施策施策のののの意図意図意図意図とととと成果指標成果指標成果指標成果指標

1９年度（実績） ２０年度（実績）

202,983

単位

人

２１年度（実績） ２２年度（実績）

236,057 235,692

平成

平成平成平成平成 年度年度年度年度 施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート１１１１

作成日

235,317236,357

28723

２３年度（目標）

市民

更新日 平成

23232323

C

Ａ：　２００６年４月：佐賀市民意向調査結果　35％
　　　２００３年５月：内閣府大臣官房広報室調査（15歳以上）結果　48.5％
　　　２００４年２月：佐賀県調査結果　48.8％　　　　共に、佐賀市よりも高い状況にある。
　　このため､平成26年度の目標値については､全国水準を目指すと共に､｢市民の2人に1人が取り組んで
いる｣
　　という、50％を目標とした｡

Ｂ：公民館及び生涯学習センターについては稼働率が高いため、今後の高齢者の増加等を勘案し、
　　現状維持的な微増を目標値とした。

Ａ：行政管理課が実施する「市民意向調査」により把握する。
（仕事や学校以外で、何らかの知識や技術を身に付けるための取り組みをしていますか）
Ｂ：公民館及び生涯学習センターからの実績報告により把握する。

所得水準の向上、余暇時間の増大により、市民生活にゆとりが生まれ、高齢社会の中で、人生をより豊
かにする生涯学習に対する市民の関心が高まっている。このため、市民がいつでも、どこでも、なんでも
学ぶことが出来る環境づくりが行政の役割と考え、その成果を測るために効果的であると考える。

　　　　目指目指目指目指すすすす成果成果成果成果（平成２６年の状態）

関　係　課　名

成果指標設定の
考え方（成果指標

設定の理由）

目標設定の考え方
（平成２６年度）

成果指標の測定
企画（実際にどの
ように実績値を把

握するか）

対象指標

A
仕事や学校以外で、何らかの知
識や技術を身に付けるための取
り組みをしている人の割合

B
市立公民館及び生涯学習
センターの年度利用者数

施策№

4

29

第1章

施　策　名

１１１１．．．．施策施策施策施策のののの対象対象対象対象とととと対象指標対象指標対象指標対象指標

1８年度（実績）

34.5 40.3

236,711市民

　市民は、身近なところで必要な知識や技術を学ぶことができ、学んだことを社会生活にいかしたり、生きが
いを持って暮らしている。

２６年度（目標）

50.0

700,000
674,644

691,897

２６年度（目標）

232,196

社会教育課

右近　正文

図書館、総務法制課、青少年課

身近なところで必要な知識や技術を学ぶことができ、学んだことを社会生活に生かしたり、生きがいを持って暮らしている市民を増やす。
市民の学習や活動のあり方においては、個人の生きがいや自己実現に加えて、共同社会・地域コミュニティの発展のため、社会の形成者と
しての資質を育成（教育基本法第１条「教育の目的」より）するような、他者との連帯、社会参画意識の醸成、地域の課題解決活動の推進を
目指す。

施策統括課

課　長　名
（施策統括責任者）

分野総合
計画
体系

豊かな心を育み、楽しく学習できる社会の実現

生涯学習の推進



（１）時系列比較（総合計画の基準値と現状の比較） （２）近隣との比較 （３）市（役所）の裁量余地の大小

（比較対象自治体名：福岡市、長崎市、熊本市 ）

成果がかなり向上した。 近隣と比べてかなり高い水準である。 裁量はかなり大きい。

成果がどちらかといえば向上した。 近隣と比べてどちらかと言えば高い水準である。 裁量はどちらかといえば大きい。

成果はほとんど変わらない。（横ばい状態） 近隣と比べてほぼ同水準である。 裁量はどちらかといえば小さい。

成果がどちらかと言えば低下した。 近隣と比べてどちらかと言えば低い水準である。 裁量はかなり小さい。

成果がかなり低下した。 近隣と比べてかなり低い水準である。 裁量余地なし。

６６６６．．．．施策施策施策施策のののの現状現状現状現状のののの課題認識課題認識課題認識課題認識

○団塊の世代の退職等により、生涯学習に取り組む市民が増え、公民館等の利用人数も増加している。
　社会環境の変化に伴った、課題解決のための学習等多様な学習の機会提供を望む市民の割合も増加しているため、多様
な学習機会の拡充や団塊世代への情報提供などの条件整備を進めることが必要であると認識している。

○情報提供を担う図書館では、市立図書館全体で貸出冊数が減少しており、今後の課題として、更なる成果向上を図るには
必要な資料確保の方策の検討が必要であると考える。

横ばい 減少している

評評評評
価価価価
理理理理
由由由由

・達成度：生涯学習に取り組んでいる人の割合が目標値４２．５％に対し、実績値は、３８．８％であったが、公民館等の利用者数は目標値を
上回った。
・妥当性：構成事業は、概ね施策目的に直結しているが、現代的課題の解決についての事業が不足している。
・経済性：多くの社会教育・学習施設において最少経費で整備、管理運営しており、妥当な水準であると考える。
・必要性：地域課題を解決するためのコミュニティ意識の醸成には市民への意識啓発が不可欠であるため、必要性は増加していると考え
る。

必要性（市民・社会ニーズ） ● 増加している

妥当ではない

● 一部見直しが必要 大幅な見直しが必要

一部妥当ではない

市民は、豊かで充実した人生を送るために、職業能力の向上や地域課題解決への適切な対応など、絶えず新しい知識・技術
の習得を必要と感じている。　　そのため、
　　　・あらゆる機会を通じて、多くの市民が主体的に学習を行う。
 　   ・自らの学習成果を、社会や地域に還元するよう努める。
　　　・公民館、生涯学習センター等の運営・活動を理解し、積極的に参加・協力する。また、運営にも携わる。

イ）行政の役割（市がやるべきこと、都道府県がやるべきこと、国がやるべきこと）

● 概ね達成 達成していない
評評評評
　　　　
　　　　
価価価価

達成度（単年度目標） 達成している

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート２２２２

①この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）

ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

３３３３．．．．施策施策施策施策のののの特性特性特性特性・・・・状況変化状況変化状況変化状況変化・・・・住民意見等住民意見等住民意見等住民意見等

現行の体系でよい

経済性（費用対効果） ● 妥当な水準である

妥当性（構成事業見直し）

生涯学習に関する様々な情報を提供し、広く学習環境の整備を行うとともに、市民の学習や課題解決活動が活発化するよう
な働きかけをする。
　　　・多様な学習機会の提供を図るため、公民館等の事業を推進するとともに、図書館の機能を高め、県・大学・民間事業者
　　　　との役割分担と相互の連携を推進。
　　　・地域の実情に合った生涯学習施設の整備、運営。
　　　・市民を社会貢献活動に導き、活動をとおして力量を高めていくような公民館の社会教育機能を充実させる。

②施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？

・高齢社会の進展、団塊の世代の退職などにより、生涯学習ニーズが高まると予想される。
・企業で培った技術や能力を持つ団塊世代が地域に戻るため、地域の活性化が期待される。
・旧佐賀市の公民館については、運営の一部を地域へ委託し、多くの課題が出てきているので、その解決が求められる。
・人権、男女共同参画、環境、健康、高齢者問題、国際理解、団塊世代の地域回帰等の現代的課題に対する社会教育での
取り組みが求められる。

③この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？また、その意見・要望にどう対応するのか

　　旧佐賀市１９公民館の地域委託運営体制ついては、自治会等の住民や議会からも問題点の方が大きいという指摘を受け
ているため、平成23年度中に今の運営体制を直営か指定管理への見直しを図る。
　また、公民館等については、コミュニティづくりのための役割を果たすことへの期待が大きくなっており、平成22年度から今後
の公民館のあり方を検討し、生涯学習から地域づくりのための機能の方に重点を移す方針を出している。

５５５５．．．．施策施策施策施策のののの前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果のののの振返振返振返振返りりりり

４４４４．．．．施策施策施策施策のののの成果水準成果水準成果水準成果水準とそのとそのとそのとその背景背景背景背景（（（（近隣他市近隣他市近隣他市近隣他市やややや以前以前以前以前とのとのとのとの比較比較比較比較、、、、特徴特徴特徴特徴、、、、そのそのそのその要因要因要因要因とととと考考考考えられることえられることえられることえられること。）。）。）。）

○近隣都市における生涯学習の実践割合は、
福岡市32.1％(H18)・長崎市30.2％(H19)・熊本市
42.4％(H20)であり、本市38.8％とほぼ同水準と
考える。
○比較対象都市のうち、小学校区に公民館が
設置されている都市は、本市と福岡市であり、
本市は生涯学習を行う環境が整っていると考え
られ、一定の成果水準は確保できている。

○公民館事業の良し悪しや視点の持ち方が、
参加者の増加につながり、成果向上に影響を
与える。地域課題に応じた事業展開を図ること
で､公民館の裁量は大きいと言える。
○図書館においても図書資料の充実が成果向
上に結びつくため、市の裁量は大きいと言え
る。

＊上記の背景と考えられること。 ＊上記の背景と考えられること。＊上記の背景と考えられること。

○公民館等の施設整備（西与賀公民館改築、
川上コミュニティセンター新築）をした。
　公民館等の利用は活発であるが、固定化さ
れ、飽和状態に近くなっている。



●次年度方向性の考え方

事務事業の成果向上余地

９９９９．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの次年度次年度次年度次年度のののの方向性方向性方向性方向性

公民館維持管理整備事業
地域による公民館管理運営事業
富士生涯学習センター管理運営事業
東与賀農村環境改善センター管理運営事業
諸富公民館管理運営事業
川副公民館管理運営事業
三瀬公民館管理運営事業
大和生涯学習センター管理運営事業
久保田農村環境改善センター管理運営事業

川上コミュニティセンター管理運営事業

事
務
事
業
の
成
果

増加

事　務　事　業　の　コ　ス　ト

維持

減少

減少 維持

８８８８．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの成果優先度成果優先度成果優先度成果優先度（（（（施策成果施策成果施策成果施策成果にににに対対対対するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業のののの成果成果成果成果））））

施
策
目
的
に
対
す
る
目
的
直
結
度

川上コミュニティセンター管理運営費

図書館省エネ改修事業

公民館維持管理整備事業
地域による公民館管理運営事業
大和生涯学習センター管理運営事業
富士生涯学習センター管理運営事業
東与賀農村環境改善センター管理運営事業
久保田農村環境改善センター管理運営事業
諸富公民館管理運営事業
川副公民館管理運営事業
三瀬公民館管理運営事業
佐野常民記念館管理運営事業
図書館運営事業

小

　この施策の目指す成果である「市民が、身近なところで必要な知識や技術を学ぶことができ、学んだことを社会生活にいかしたり、生きがいを持っ
て暮らせる」ためには多岐にわたる学習機会の提供や、その社会還元の構築、生涯学習に関する情報の提供がますます重要となる。
　平成２３年度当初に公民館等の地域拠点施設については、その役割や機能のあり方を打ち出しており、社会教育施設として意図的に住民の連帯
をつくり、住民同士が活動の中で学びあい、地域課題解決の力量を形成していくような人づくりの役割を目指す。
　これによって、よりよい地域コミュニティへつなげていく。
　当該施策の各事業は、施設管理経費に見られる義務的ランニングコストが多いため、事業の改廃により新たな事業を起こすことは難しいが、現
代的課題を解決する効果的な事業を検討していく必要がある。

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート３３３３
７７７７．．．．施策施策施策施策のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためのためのためのため今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

●公民館等の地域住民の活動拠点施設については、今後の役割等のあり方についての専門家等からの答申によって、地域づくりや地
域課題解決に重点を置く方針を出した。
　　・少子高齢化、環境問題、法教育など、多様な公共の課題解決のため、市担当部署と連携した講座を開設し、住民ニーズに応える。
　　・地域の課題を解決するため、地域コミュニティ力の向上のためにリーダー的存在の発掘や住民への情報提供を進めていく必要が
ある。
　　・旧佐賀市１９公民館の地域委託について、地域住民への雇用責任等の問題が顕在化しているので、運営形態を見直す必要があ
る。
　　・公民館等の社会教育施設の利用時間や料金設定等について、全市的な考えのもと取り組んでいく必要がある。
●公民館等施設整備計画により、計画的に生涯学習施設の充実を図っていく。
●図書館サービス計画に基づき、図書分室のない地域住民への対応策として、団体貸出等を活用し、公民館図書室との連携を図る。

大 中

向上

佐野常民記念館管理運営事業 富士南部コミュニティセンター事業
富士北部コミュニティセンター事業
西与賀コミュニティセンター事業
金立キャンプ場事業
さが学推進事業
公民館運営審議会委員関係事業
視聴覚ライブラリー事業
公民分館長関係事業
図書館運営事業
大和館運営事業
諸富館運営事業
東与賀館運営事業
富士館運営事業
三瀬館運営事業
分室・自動車図書館運営事業
情報の発信
資料整備事業
読書活動支援事業
平和展事業

小

公民分館長関係事業
視聴覚ライブラリー事業

大

中

さが学推進事業
絵本「三瀬の道」配布事業
公民館運営審議会委員関係事業
分室・自動車図書館運営事業
大和館運営事業
諸富館運営事業
東与賀館運営事業
富士館運営事業
三瀬館運営事業
情報の発信
資料整備事業
読書活動支援事業
平和展事業

富士南部コミュニティセンター事業
富士北部コミュニティセンター事業
西与賀コミュニティセンター事業
金立キャンプ場事業
川上コミュニティセンター建設事業
諸富公民館増築事業
川副公民館建設事業
西与賀公民館建設事業



１０１０１０１０．．．．施策施策施策施策コストコストコストコストのののの実績実績実績実績

単位

本数

千円

千円

千円

円

円

円

１１１１１１１１．．．．経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議でのでのでのでの指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項

■実績水準総合評価 　■採点結果（経営戦略会議・市民意向調査）

（28点満点） ・実績水準総合評価（28点満点） 16.68

・18年度評価 18.77 ・重要度総合評価（14点満点） 9.95

・今後のコスト水準（10点満点） 6.11

・19年度評価 18.89 ・市の裁量余地の大小（10点満点） 6.68

・20年度評価 17.80 ※経営戦略会議調整

   なし（採点結果どおり）

・21年度評価 18.55

参考：H23方針

・22年度評価 14.36 成果維持・コスト低下

平成２０年度実績
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　■平成２４年度方針

同
⑦ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ（定義式：　　　　　④　　　/　                   　）

項　　目

5,655

1,385

1,010,895

327,730

効率性指標

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート　　　　４４４４

346,016

966,050

2,627

361,992

1,247,187

3,756

平成２１年度実績

1,338,625

4,271

平成２２年度実績

30

620,034

36

885,195

1,536

5,292

1,466

4,092

対象（受益者）１単位あたりもしくは市民１人あたりの施策
の
⑤事業費（定義式：　　　　　②　　　/                      　　）

同
⑥人件費（定義式：　　　　　③　　　/　　                  　　）

施策トータル
コスト

①本施策を構成する事務事業の数

②事業費（事務事業の事業費合計）

③人件費

④トータルコスト（②＋③）

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト


